
置き場所

キキョウ科ロべリア属／一年草
【開花時期】4～10月
【その他】花径：1.5～2ｃｍ・草丈：20～30cm

●春と秋は長時間しっかりと、真夏の間は午前中1～2時間ほど直射日光に当てましょう。真夏の午後からの強い日差しを受け
続けないように気をつけて下さい。また蒸れに弱いので風通しの良い涼しい場所で管理してください。

直射日光を好みます。

水やり 土が乾いているのを確認してから、たっぷりと与えましょう。

●鉢土が乾いてから水をたっぷり与える乾燥気味の管理が基本ですが、水切れを起こすと葉や茎が茶色く、ちりちりになってし
まうことがあります。特に、花がついてくると水の吸い上げが激しくなるので水切れにも注意してください。

肥料 定期的に与えましょう。

摘芯 植え込み3週間後

Flower Data

●基本的に摘芯は不要ですが、最初の摘芯を行うとよりこんもりします。

●切り戻しも基本的には不要ですが、温暖な地域では夏越しの際、蒸れないようにコンパクトな形に切り戻すのも

良い方法です。

【植え込み後約3週間】【定植】

●市販の肥料を準備しましょう。花をたくさん咲かせるためには欠かせません。植込み時には直径30cmのプランターに置き
肥として元肥を5粒混ぜ込みましょう。

●追肥は植え込み後1週間くらい経ってから、市販の液肥を週1～2回のペースで定期的に欠かさずやってください。

※お手持ちの肥料に記載されている肥料の使用方法、濃度、頻度を参考にしてください。



栽培の過程でご不明な点やお困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。

サントリーフラワーズお客様センター

１か月後 植え込み後 約２か月半

●枝も延びて鉢を覆うほどに生長しました。この場合も刈り込みは基本的に必要ありま
せん。株が大きくなり、形が乱れてきたり、花が少なくなってきた時に、形を整える程度
の刈り込みを行いましょう。

●花がらを摘む必要はありません。

●アズーロコンパクトは従来のロベリアに比べて暑さに強く、夏を通じて10月まで咲き
続けます。しかし、夏の間は炎天下のベランダなどは出来るだけ置き場所として避けま
しょう。

●水やり・肥料やりは継続して行ってください。特に肥料は切らさずに。

●枝が立ち上がってきて花芽を付け始め、枝数が増えて可憐な花がたくさん咲き
ます。

●花がらを摘む必要はありません。

●梅雨時は天候も不順で台風もよく襲来します。マンション高層階のベランダなど
では特に激しい風雨で枝が折れたりしないように気をつけてください。

満開時 植え込み後 約１か月半

ポイント

その他 ‘蒸れ’に気をつけて

●アズーロコンパクトは枝が細く、また枝数が多いため株元が込み合って蒸れやすくなります。蒸れを防ぐために、入梅前に
切り戻しを行い、梅雨時期～夏の多湿期に備えましょう。夏のあいだ良い状態で過ごさせると、秋口に涼しくなってから再び満
開の花をお楽しみいただけます。

●梅雨や真夏以外でも大きな株のまま放置すると株元が蒸れやすくなります。風通しよい管理を心がけてください。

●また、通常、摘芯を終えてから満開までに1ヶ月～1ヶ月半を要するため、植え込み時期が遅れた場合は摘芯を控え、日光

によく当てて、開花を優先させるのが得策です。

電話番号：0570-550-087

（平日10：00～17：00 土・日・祝日休）

メールによるお問い合わせ info@suntoryflowers.co.jp

サントリーフラワーズホームページ http://suntory.jp/FLOWER/


